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口座振替世帯現年度分収納率

〈国民健康保険料の現年度分収納率と口座振替世帯現年度分収納率〉
平成25年度の磯子区の現年度分収納率は18区中12位、口座振替を利用している世帯

の収納率は15位となっています。全国的に口座振替率の向上が収納率の向上につながる
傾向があり、横浜市でも、栄区や泉区など口座世帯の収納率が高いところでは、現年度
分の収納率も高くなる傾向があります。

磯子区
横浜市

　41,070人（25.4％）
国民健康保険被保険者数（加入率）

887,737人（24.1％）
　19,295人

後期高齢者医療制度被保険者数

365,415人

（平成26年３月末現在）
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＜国民皆保険制度とは？＞
日本では、病気やけがをした場合に、その経済的な負担を軽減し、安心して治療が受け

られるように、必ずすべての方が何らかの医療保険制度に加入することになっています。
これを国民皆保険制度といい、会社等の健康保険（健康保険組合、共済組合、協会けんぽ
など）に加入している方、生活保護を受けている方を除き、国民健康保険に加入しなけれ
ばなりません。

～４人に１人が国民健康保険に加入　ーサービスの維持を目指してー～

99.4

＜介護保険制度の動き＞
　平成27年８月から、利用者負担割合は現在の一律「１割」
から、所得に応じて「１割」または「２割」に、また特別養
護老人ホーム入所資格は「要介護３」以上に限定される見通
しです。

99.4

横浜市
707,362
百万円

神奈川区
83,102
11.8％

港北区
56,894
8.0％

青葉区
　37,264　5.3％

戸塚区
　34,350　4.9％

都筑区
34,130　4.8％

保土ケ谷区
29,265　4.1％

瀬谷区
11,163　1.6％

泉区
13,398　1.9％

金沢区
27,549　3.9％

（本庁分）
25,646　3.6％

港南区
22,778　3.2％

緑区
21,900　3.1％

磯子区
21,644　3.1％

西区
74,850
10.6％

中区
74,560
10.5％

鶴見区
61,990
8.8％

南区
43,226
6.1％

栄区
11,500　1.6％

都市計画税　2,220　10.3%
市民税（法人分）1,055　4.9％

事業所税　549　2.5％
その他　79　0.4％

都市計画税　55,052　7.8％

市民税（法人分）58,207　8.2％
事業所税　17,348　2.5％
その他　26,507　3.7％

横浜市
707,362
百万円

磯子区
21,644
百万円

市民税
（個人分）
5,422
25.0%

固定資産税
262,021
37.0%

固定資産税
12,319
56.9%

市民税
（個人分）
288,227
40.8%

税　　　　　　金

※収入額及び構成比等は小数点以下を四捨五入しているため、必ずしも会計とは一致しません。
〔磯子区税務課〕
（平成25年度）

磯子区では
固定資産税の

占める割合が多いね。
これは主に沿岸部の
事業所の償却資産に
かかる納税額が多い
からなんだよ。

市税収入は18区中15番目
・磯子区の市税収入額は、約
216億円で市全体の3.1％
を占めています。
・市税収入区別割合は、全市
で18区中15番目の規模と
なっています。

〈市税収入区別割合〉

〈市税収入税目別構成比（横浜市・磯子区）〉

旭区
22,153　3.1％

～市政を支える貴重な財政基盤～
市税のお支払いには便利な　口座振替　をご利用ください
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〈滞納繰越分収入歩合〉

磯子区 横浜市

磯子区 横浜市

◆市税収入歩合　～横浜市の市税収入歩合は政令指定都市でトップクラス～
「収入歩合」とは確定した納付すべき額（調定額）に対する、実際に納付された額（収入
済額）の割合です。また、前年度以前に課税されたもので課税した年度内に納付されず、
翌年度以降に繰り越された税額を「滞納繰越分」といい、磯子区では滞納の解消・防止に
向けた取組を行うことで、収入歩合の向上を目指しています。

〈市税収入歩合〉
（％）
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〔磯子区税務課〕
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＜横浜市の財政情報についてはこちら＞
「ハマの台所事情」は、予算や財政状況をわかり
やすくした広報冊子です。磯子区役所広報相談係、
横浜市市民情報センターなどで配布しています。

区の予算は次のとおり大きく３つに分けることができます。
■「個性ある区づくり推進費」……約７億6,000万円
磯子区の予算の6.5％となっています。この中には、「自主企画事業」と「一般管理
費」があり、区が自主的に編成しているものです。

■「区配付予算」……約80億6,000万円
磯子区に係る予算全体の中で一番大きな部分を占め、全体の68.7％におよびます。

■「人件費」……約29億2,000万円
磯子区の予算のうち、24.9％を占めています。磯子区の職員及び再任用職員の人件
費で退職手当等は除いた試算額です。

平成26年度に磯子区が執行する予算の規模（区の人件費を含む）は、右下の円グラフのとおり、
約117億円で、18区の予算全体のおよそ4.3％を占めています。
これは、磯子区民16万2,522人（平成26年４月１日現在）の一人当たりに換算すると、約７万

2,193円を支出していることになります。

磯子区の予算（平成26年度一般会計予算）

◆予算の分類

117億円
18区全体の
4.3％

一般管理費
6.6億円（4,073円）
5.6％

区行政運営
3.7億円（2,252円）
3.1%

自主企画事業費
1.0億円（597円）

0.8％

人件費
29.2億円（17,942円）

24.9％

生活保護
29.3億円（18,010円）

24.9％

子育て支援
36.9億円（22,674円）
31.4％

※（　）は区民１人あたりの予算

身近なまちづくり
7.6億円（4,658円）
6.5％

その他福祉・保健
3.2億円（1,987円）

2.8％

お 役 立 ち 情 報Ⅲ

人件費
29.2億円

（17,942円）
24.9％

個性ある
区づくり推進費
7.6億円

（4,670円）
6.5％

区配付予算
80.6億円（49,581円）

68.7％

人件費
29.2億円

（17,942円）
24.9％

個性ある
区づくり推進費
7.6億円

（4,670円）
6.5％

区配付予算
80.6億円（49,581円）

68.7％
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